
132.古絵図より見た

勝戸斤城

ヨド秘は大け!rfj JJ善所本丸IIITに{似たする似jiJi峻の特徴に

ついて 、 古絵図を )j~ に総J.i，I( 当初よ り幕式ミにかけての姿

をiatZしたものである。

同械は!従長 6~f. (1601)1が }I I 家)j)tによって築Jft~il{開始

されるが、 ~ïメ: 2年(1662)i[(i1:地方を襲った大池袋に

よって、城草1¥全体拡大な被:守を受けてしまう 。そのf去

の復IEIでは、i院なる1皮省部分の修復に止まらず、械事11

中心部の大規筏な縄張リのi攻i立が行なわれるのである。

ここでは、それらのl時期を以下の三つの時期に分類

し考察をi1Eめていくことにする。

付前期 :I~!正 6 1ド~.lJ貴I}目始よ り 'fl文 2 正f・地震をさi:

けるまでの脈所;城1，i;tiJ!1I幸代。

ω 震災期::It文 Z年 5月に起きた大池袋を受けた

81長からtJf!lて容が終わるまでの災害復旧時代。

ゆる天下普割高の最初jであると 3われている.城車11の形

式は、琵琶湖上に築き iliた典明的な水域で、縄張1:当

時最高のプランナーである1惨な高成によって行なわれ

ている。

E務所の1也は、官米より孫i1\の~.Eと呼ばれる例廷の御

供所で、|治I1当j兵とも称し111I19j-の地.f，もこれに由来する。

築城にあた ヮて は、家)，jtl;l:本多土佐'，)']E伐の進言を

入れ、前年焼失することなく終減した大i:l!ぬを地勢的

に欠点が多いとして廃止し、そのi立{寸をもって新規の

械として脈所持'~Jに築いたものである。それはこの地が

大|荻へ通ずる m~*路である制凶川河n に近〈箪卓上

の要衝としてm悦したもので、まさにこの点において

初期の絡所城築械の怒殺があるのである.

初代のh主主Iま当時犬山域を守った戸仔l一酉が三万石

で選iまれ、以後他港問機目まぐるしく、本多、菅沼、

石川氏と徳川議代の大名が務め、}史安4王手(1651)本多

i安次が伊勢亀山よリ再Mされてよリ以後、本多氏が6

万石で幕末まで領主を務めることにな った.

〔膳所滅古絵図について〕

日後期1 : 修復l:'~が光成してよ 1 明治 3 if-棄却 ここで紹介するものは、腕所械の械郭部が知られる

されるまでの*(J200年間の時代. 表に掲げた14の古絵図JJlである.

〔繕所減の概要〕 この他二/九御殿、議議長(翻刻、街道筋絵図、

膳所城は家}~8 ~e に rl~長 6 iF羽:6月諸悩守に命じ 火除池の計関駅!などのl制連絵聞が現存している.

て江州 !JlJï1r的に械を策かしめ給ふ。塔行八人之を~-iEす。 (各時代の特徴〕

天下普〈治め給う後、 J)i~を築かしむるの始也」とあり 、 (ー) 前 期

慶長 6f下に始まる新1サメ:1'，の恥叫11砲訟ラッンュ 、いわ この1侍，lllll正俊民 6ifより沌文 211'5Hの大地袋を受

近江国総所城古絵図一覧表 ;~ 
l時代区分|徐ひ1 年 代 | 内容 (※l也名 ) 所イJ 官| 州 Jイ， 

I 1 I正保斗 ~lJI J.I.:保城絵悶
1)1J I 1 1-'(1644-1647i'i 内 IUI 文肘(IりJ'!.I

2 I正1:il!6年(リし )liEls6年与し |巡 1正 文 WI'fJJ'f..2 I .. I (1716) I 11-.ll. .r.r. ........ ~'I' I 'J.~日

Ulィ4 州制11絵[::/1 I大 熊 .-e.. l1S ドIfl 治問 U J!岨如実盟主jifr~;Q

1 4 11'<:"，)と 2倍以前1;5:i:E名所風俗図附 |サ/トリ ー泉州1:| 一一一
lUl 

5I~:文 2 年(1662) 1脈所城修復瀕ヶ所絵図 以立図 ;!..t filI 11;，11 3・4 火山市指定文化財I
6 I:tl:X 4年(1664>1江州総所縦三こ図 I (向 以 氏)1絡所総務俄的外生放所.Iil!

24災 l則

7I  u 'f. 5 f!::(16SS)j一部修理 紋心 寺1:t，;:t~ 5 

f長 8 自 I(;U15$f・(1702)1滋絡所総絵図 中 村 ~ I むtt6 火山市街~J主化財
9J玄 *4年(1707) 地~l渡航修復図 沢 村 家 '

1o .ie!志 S年(1715)1織さらえの計画図 |主主 心 守

1 1 1/(;文2司王(1737) I滋近江国勝所域破鎮之覚え『県 混同 dS館町

IUI 
い2 1文化10司王(1813)I I 石煩修理 1 " L _ _ --_一一一一一
1 13 1不 必I~自問当城之凶 l 浅野文/OI!1必凶 154凶のυとつ

1 ]4 1明治27年{写し} ※IAIlB所城軍事明制限 11巣立 l埼 d 鉛 1Ullii斤J去のリし、偽峨肉
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けるまでの約60年1:11で、 i!i:t1t初似の絡所城の総子を知

る上でi.'tiJlな 4怖の絵l丑iが攻下がする。

1.正保絵図(1644-1647、Tj.!t:1 ) この絵図は、

現((内閣文Hiに泌されている63舗の正係機絵図と呼ば

れているものの一つで、月書所峻のfG1かれている最も古

い絵悶である.

正f呆減絵凶{立、.iH采j[;年12月に~川三代将軍家光が

諸凶大名に命じて提出させた同IlII絵図と対になるもの

で、 M!まったli;¥['.:11 を J，~に4守!J!f- iJÆ によ ってJ苗かれたもの

という。絵凶の織式も統ーされ、~米機後であるべき

域内が;判明lにぷ:fJl.され、その資料価値は大変高いと評

伽されている.

この絵闘によると、制11の械遣は、まず器IU峰 、本

九の一宮I1が)I~ も i胡 1 :へ突き ，' 1 1 し、そこから西方へ射を

越えて廊下紛がこノ )Lへ告さけられ内草tiが形成さ.l'lる。

さらにニノ九より内へよ絡を総て防出に途し、上級士

屋敷、合の，ruち31fi.ぷ」じノ九へ絞き外刻iとなリ 、三方が

J，!ijで岡わtLる.そして、そこから峻下を結ぶ雨、北、

中の三つの大手P');I)(聞かれている.城下には町屋の聞

を東海道がi凪リ、所々に寺社が置かれ、回聞は中下級

土民般になっていた.

以上を、克文 21同会問と比べると、若干の表現の逃

いはあるものの、全体的に良〈一致し、築城開始よ q

約40年総過したこの頃には、完成していたとして良い

であろう.

2 . .iE徳絵図 (1716の写し、写点2) この絵図fi、

溢友文IlH騰のもので、正1ft6年にTj.された Lのである

が内容は明らかに克文 2年以前の古い縄張リである。

この絵図の特徴I立、城下の省略した表現にi七べ、減

郭中心持匹が枠制lにtl'iiかれている点で、特に震災後、廃

止されてしまう併Ilh愉が特に衿録されている点が自に

つく。

手等幽織について IJ'，)しとも林する，:j'，'llb愉fi本丸より

さらにj，t;jlに突き/['，た一家liて¥その椛iiJiはjt)jJごよリ 水門

→jlrl"j(巡水 IJ~)→〉之介I"Jと統<;j，:;俗的な升形を形成し、

ヲミ守のある本)Lへ統いている。いわば、この'Iiff胸袷は

棚上からの大手門としても L~ ~、級な.Hltì立を持っている

のである.

家肢が大阪へはi陣した11与や、その後家光が上洛した

際、 r;filt";lj凶iから大iItへいたる方法は、必ず矢紙より

舟を仕立てて大iJtへ入っており、途中路所械にも度々

寄っている. (家光tま矢備に:Ji¥オ丸という専用の屋形

舟を建造させている)

ニの織に、海l上より本丸天守へ入城できる限られた

人物のl)にこの併i蜘拾が股けられていたと々えること

が出来るのではないだろうか。

3.その他の絵図 表の 3の大熊氏絵図は、先の是正

左文Jlll絵図と飴111-している。

4 の近江r. f~r瓜俗凶If(.J~札 b .1f.代不詳ながら勝所織に

おいて本主Lとニノ丸の|自lに廊下紛が焔かれていること

よリ究文 2王手以前と縫定さ ltているもので、ミの頃に

fl1iかれている.む撒凶としてi'tAである.しかし、天有二

関が三Jt1に給かれるなど実際には川せず、 Lとより熔

風図として見なければならないだろう.

同 震災期

克文2年 5月1日午之上刻(1662年6月16日午前11

11寺ころ)滋t'l町~t小松付近にて起こった M7 以上と推

定される大地叫によって、目高所械は大きな彼:占を受け

る。例えt!J己延災対に fir本多下総守層減江州総所之

飛!即到米、法i1!lに伝〈、当月剣円、 l計減給j'ifr大池袋に

てヲミぐ'r- a午リ伐リ、 j~外飢え予大に WHJlす」とあリ 、 その

被告のー摘が知られる。

総て・l主主，lt_，‘に似111にi似'IHトった微で、わずか 2か月

むが14たない 7月28臼には、必Jf.fへ被詐状況の報告と修

l~R十凶iの絵1'~1 カワ己J~としている 。

1. 寛文 2 .1F総図 ( 1662 、 η: ょ~: 3、4) この絵図

は 2 否定からなり、まずTj.点 3 で fi 、~~災庖f去の械の様

子がJ白かれていて、必191に被:!f状況が記入されている。

さらに写真4では今後の修復計阿国が拙かれていて、

どの，建物を修理するのかXli新線に住てるのかなどが

明般にわかる様になっている.その浪商には建物耗耳1)

ごとに、被害や新築のM放がわかる線に記述されてい

る。な1玉、震災前後の泌物の放{卓会体て，fi J{I/減なく守

られている点f;t(:l:日されよう.

'.fJ:点3fi)i号本的に先の疋f治会l刈と大濯な〈 、館所峻

前JUIの姿を正確に{βえるむのとして i'i:iI{であリ、写真

4の計画図む後期の;:ti絵|滋と変わらず、はぽこのi邑リ

笑施されたと巧・えられる.

:与l:t:4によると、その工。Ji.内谷fi、本丸とニノ丸に

架かる廊下総を Jj~ し、併 1111 愉 ・ 本)L . 二ノ丸の問の取

を会て問め立て、それらを一体にして新たに本丸とし

た。これによ って;~W I IJI 愉 fi先令に淡をmすことになっ

た。そして三/丸を新たにニノ )Lとし本メしとのrmに廊

下紛が裂けられ、 岡山|にぬ1 を設け、城主の住居~ぴに

政所とした。その他、これにイ.).閲する雄物の移動 ・修

連やJ.ru立て工11~1)(あり、城見qlrl'心者11の隙.f!Jfi-変する

大工併であった.

元利元年(1615)4月にはいわゆる元利一国一城令が

発布され、以後減郊の新進 ・修滋{ま誕端に規制されて

いるわけであるが、徳IIIJ~代の本多氏とは言え、この

計画がよ午された1fj誌は何であろうか.

修復前後の縄張の変化を比較して巧ーえて見ると 、ま

ず第一に帯幽輸の廃止が注目される.先に術的鎗を将

i1Iの潟j上からの入械の.1..)の手十形と推定したが、笑lま究

永11年(1634)以後、将司Iの上治lま完全に中止されてい

るのである.このね、?と4舎の将~ttの巧・用の舟・弁オ丸は
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良事2年(1685)には焼却されてしまうなど、この頃に

は将1誌のための矢総一勝目時一大fltの湖上鎗送並びに帯

lIIt輸は無用化していたと考えらttるのである。

また、鉱大したヨド九には米倉が造られ、二ノ丸が充

実するが、これは勝所械がQ長築城時の2区本護キ見の水

主主から、 B書所員~6 方布の経済統治の域へと役割が移行

してい〈事を如実に物2寄っていると言えるのである.

この様に、寛文2年の震災を減郭改造のちょうど良

い機会としてとらえ、勝F斤城lま前期から後期へと姿を

変えてfrくのである.

なお、この修復計画が完了した時期は不祥であるが、

古絵図からはn文 4年-ti4l5i干のl問という ことが考

えられる。またI:IH史的な資科ながら御大工(滞より禄

をむらってる大工) í:';木戊D1J が、 J~文10正1:' ころより 、

領内の神社などの似川工、J¥.に係っていることが、棟札

より知られるので、一応: この~i には、 i成I"Jの作事 iま終

っていると々えても 良いかも知れない。

同 後 期

~文 2 年のZ-!!災後の修 f誕百十闘が完了した時期より明

治までの約 200年間て¥滞主の移動もなく、膳所?擦が

最も安定した時期である.

1.貞享 5年絵図 (1688、写真5) これは本多氏

の菩縫寺である紋心寺・に伝わるもので、後期の絵図と

しては紋も古いものである.内容は域郭の一部の修理

箇所を示しており、他に伝わるtltF-4年の北大手門の

仕線i!l=などとー絞めものと々えられる.

2.元禄15年絵図 (1702、写真6) これは赤穂波

士の一人赤地淑減の叔父にあたる赤地所在衛門家につ

ながる中村家に伝わるもので、大H!市指定文化財にな

っているものである.大きさは来商2.12m、南北3.32

mと大刑で、減車11中心部はもちろんのこと、峻下町ま

でかなリ尚い1:1・tI立の袋詰IIJによってお:かれている。

この絵図によって、今円あま りその袋を知られてい

ない絡所械の天守似!の規似を知ることが出きる。それ

は東西81首J(約J4.5m)、If.j北6附(約11m)の平面に、

3 IHlx 2削の玄|見lが取リついたものであった。 これを

彦機械天守閣のI)ij身建物でゐる大ilt減天守|織の推定復

!点と比蚊すると、 114Mであるのは同じであるが(階数

は不r~) )、ひとまわリ小さい天守聞であったようである。

また、この他に「覚え」があり、例えI!町屋数 460

幸子、侍家数 467軒など、江戸時代中j闘の膳所緩め峻下

の傑チを知る上で、 nmな資料になっている.

3.宝永4:<手絵図 (1707) これもl目隠所詩書士沢村

家に伝わるもので、:a:水 4SF10月48に起きた地震の

被害を江戸幕府へ報告したものの筏えである.

被害の状況I~~文 2 .q:.の地震はど大きくないものの

天守n!Jが所々彼損するなど、城郭全体に及んでいる。

河洲を埋め立ててi立られた械が1t!!iXに弱いことを良〈

示していよう。

4.正徳 5:eF絵図 (1715) これは先の lの点永絵

図と同じく絞心寺に伝わるもので、その下図もほとん

ど同じである.内容は、減の織に土砂が溜ったためにそ

れをさらうもので、やはり幕府への報告の縫えである.

5.元文 2:<手絵図 (1737) これは県立図$館に伝

わるもので、近江国勝所総破鎖之1tと記されているが、

破損館所は全て石短である.下図lま先の 3め主永絵図

と同じである。

6.文化10:<手絵図 (]813) これも県立図啓館にあ

るもので、元文絵図同機布.!:l!修理!のものである.

7 .浅野文庫絵図 (年代不昨) これは安芸ま:国37万

石浅野滞に伝わるもので「鰍間当城之図」と呼ばれる

会 1541翠のうちのー炊である。年代l;t一応、jll事3年か

ら元禄16年の附とみ~.えら九ている。 内容は、道筋を中

心とした概略的なものである。

8.明治27年絵図 (1894の写し) これは県立図書

館に伝わリ 、他の平I筒図とはd'o::トる符納な烏鰍図で、明

治になってから絡所の*がTj.したものである。

絵には文化5年(1808)泌訟が開始された滞校のi基義

2主が拙かれているので、版図1:.~~末期のむのであろう。

表現l;t膳所城の北西宮事よリ府E散したもので、小建築

にいたるまで、スケール感正しく、制管に裕かれてい

る.幕末期の!i9所械を知る上で、 ft湿な絵図である.

膳所城の棄却

明治 2SF(l869) 1月、総f努請時等の版筋道号還に続き 、

19l1l~普代の大名であった勝所滞も 2 月には泰還を行い、

翌明治 3年4月には、他議に先駈けてI1l城綴いを提出

し、ただちに許可されている.領下の神社には門を漬

かなかったため、一部の械門が近:(.(の神社へ砂された

が、{也iま入札により 、締めて 1，20011可で孫ヰしされたと

し、つ。

座長 6 年以後、約 270年の JJ得所品止の~史はこ こ に終

わる。

以上、 古絵図を~にßllJ好械のひとつの見方を示した

が、不十分な所が多所あるはずである.今後の研究を

多とする。(大上底鮒)
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